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愛知県森林公園・植物園 ７月７日撮影

市の花「ひまわり」が満開！



予 算 関 係
▼第30号 令和５年度一般会計補
正予算（第２号）
骨格予算として編成した令和５

年度予算に、政策的な経費や、物
価高騰対策などを追加する、予算
の肉付けを行いました。
既定の予算総額に、歳入歳出そ

れぞれ15億840万円を追加し、総
額274億3360万円としました。
主な歳入は、国庫支出金では、

新型コロナウイルス感染症対応地
方創生臨時交付金など、合計で６
億3862万円を追加しました。繰入
金では、財政調整基金繰入金な
ど、合計で４億６千万円を追加し
ました。市債では、市役所南庁舎
外壁等改修事業など、合計で３億
4410万円を追加しました。
主な歳出は、総務費では、市役

所南庁舎外壁等改修工事など、合
計で１億7247万円を追加しまし
た。民生費では、住民税非課税世

帯等価格高騰給付金など、合計で
３億4971万円を追加しました。土
木費では、北原山土地区画整理組
合補助金など、合計で７億6546万
円を追加しました。消防費では、
消防車両購入費など、合計で5470
万円を追加しました。教育費で
は、学校給食の賄材料費など、合
計で7335万円を追加しました。

尾張旭市議会だより令和５年８月15日

②

条 例 関 係
▼第31号 特別職の職員で常勤の
ものの給与及び旅費に関する条例
の特例を定める条例の制定
本市元職員による公金詐取に対
して謝罪し、社会的信用の回復に
資するため、令和５年８月１日か
ら同年10月31日までの間、市長及
び副市長の給料月額を100分の10
減額します。なお、この条例は、
公布の日から施行します。
▼第33号 市税条例の一部改正
地方税法等の一部改正に伴い、
所要の整備を図り、公布の日から
段階的に施行します。

人 事 案 件
▼同意案第５～15号 農業委員会
委員の任命
次の方の任命に同意しました。

・荒 谷
あ ら た に

弘 美
ひ ろ み

（67歳）
井田町二丁目

・飯 沼
い い ぬ ま

勝 則
か つ の り

（73歳）
南栄町旭ケ丘

・柗 㖻
ま つ ば ら

圭 子
け い こ

（75歳）
北山町北山

・水 野
み ず の

政 起
ま さ き

（69歳）
新居町西浦

・水 野
み ず の

洋 子
よ う こ

（73歳）
東大久手町一丁目

・森 下
も り し た

幸 夫
ゆ き お

（74歳）
東印場町四丁目

・若 杉
わ か す ぎ

滿
みつる

（75歳）
城前町三丁目

・櫻 井
さ く ら い

由 典
よ し ふ み

（65歳）
柏井町公園通

・松 原
ま つ ば ら

昭 平
しょうへい

（73歳）
稲葉町四丁目

・水 野
み ず の

郁 代
い く よ

（68歳）
北原山町鳴湫

・横 井
よ こ い

利 夫
と し お

（72歳）
旭台３丁目

▼同意案第16号 固定資産評価員
の選任
次の方の選任に同意しました。
・三 浦

み う ら
明
あきら

（59歳）

▼諮問第１号 人権擁護委員の推
薦
次の方を適任と認めました。
・水 野

み ず の
茂
しげる

（62歳）
東大道町原田

以上 敬称略

議会改革について総合的・
長期的に取り組み、議会の活
性化を図っていくため、令和
５年７月４日に「議会みらい
創造特別委員会」を設置しま
した。
委 員 長 早川 八郎
副委員長 片渕 卓三
委 員 大島 もえ

川村つよし
さかえ章演
日比野和雄
安田 吉宏
山下 幹雄

６月定例会での主なことがら
尾張旭市議会令和５年第３回（６月）定例会が、６月13日から７月４日までの22日間開催され、市長提
出議案５件、同意案12件、諮問１件、陳情７件、議員提出議案１件、意見書案１件を審議しました。
採決の結果、市長提出議案５件、同意案12件、諮問１件、意見書案１件を可決等し、陳情７件を不採
択、議員提出議案１件を否決しました。
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③

☆ 議案等の審議結果 ☆
議
案
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号

会 派 名 令和あさひ 市民クラブ
公明党
尾張旭
市議団

日本共産党
尾張旭
市議団

愛知維新
の会尾張
旭市議団
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第30号 令和５年度一般会計補正予算（第２号）
可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × × ○ ○

第31号
特別職の職員で常勤のものの給与
及び旅費に関する条例の特例を定
める条例の制定

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ×

議員提案
第１号

特別職の職員で常勤のものの給与
及び旅費に関する条例の特例を定
める条例の制定（附帯決議）

否
決× × × × × × × × × × × × × × × ― × × ○ ○

第32号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × × ○ ○

第33号 市税条例の一部改正 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × × ○ ○

第34号 火災予防条例の一部改正 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第５号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第６号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第７号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第８号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第９号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第10号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第11号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第12号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第13号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第14号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第15号 農業委員会委員の任命

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第16号 固定資産評価員の選任

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

諮問
第１号

人権擁護委員の推薦につき意見を
求めること

適
任○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

陳情
第１号

最低賃金の大幅引上げと全国一律
化、中小企業支援の拡充と公正取
引を求める意見書の提出を求める
陳情

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × ― ○ ○ × ×

陳情
第２号

公契約事業従事者の適正賃金と安
定雇用を確保する公契約法の制定
を求める意見書の提出を求める陳
情

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × ― ○ ○ × ×

陳情
第３号

住民の安全・安心を支える行政
サービス体制・機能の充実を求め
る意見書の提出を求める陳情

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × ― ○ ○ × ×

（次ページに続く）
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陳情
第４号

地方財政の拡充を求める意見書の
提出を求める陳情

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × ― ○ ○ × ×

陳情
第５号

保育所職員の人材定着・確保のた
め保育士配置基準と公定価格を抜
本的に改善し、離職しない保育職
場の実現を求める意見書の提出を
求める陳情

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × ― ○ ○ ○ ○

陳情
第６号

介護・障害福祉職場の１人夜勤を
なくし、複数配置をあたりまえに
することを求める意見書の提出を
求める陳情

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × ― ○ ○ × ×

陳情
第７号

「１年単位の変形労働時間制」導
入のための条例制定ではなく、教
職員の長時間過密労働解消のため
の施策を求める意見書の提出を求
める陳情

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × ― ○ ○ ○ ○

意見書案
第２号

特別支援学校・学級等への教員等
の適切な配置を求める意見書

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○：賛成 ×：反対 を表示しています。
網掛けは、討論を行った議員です。
討論の内容は、市議会のホームページ（「提出議案と議決結果」で検索→定例会名）から御覧いただけます。
議長（丸山幸子）は採決に加わりません。

●６月
２日 議会運営委員会
５日 全員協議会
12日 議会運営委員会

各派代表者会
13日 令和５年第３回６月定例会

（初日）
14日 全国市議会議長会定期総会

（東京都千代田区）
全国市議会議長会各委員会
合同会議（東京都千代田
区）

19日 本会議（一般質問）
20日 本会議（一般質問）
21日 本会議（一般質問）

予算決算特別委員会（全体
会）

26日 福祉文教委員会
予算決算特別委員会福祉文

教分科会
27日 都市環境委員会

予算決算特別委員会都市環
境分科会

28日 総務委員会
予算決算特別委員会総務分
科会

29日 各派代表者会
30日 予算決算特別委員会（全体

会）
各派代表者会

●７月
３日 議会運営委員会
４日 本会議 （最終日）
５日 全国市議会議長会地方財政

委員会（東京都千代田区）
11日 議会広報委員会
12日 議会意見交換会（学童クラ

ブ連絡会）
13日 【令和あさひ】

【日本共産党尾張旭市議団】
政務活動（13・14日 あま
市）

15日 【日本共産党尾張旭市議団】
政務活動（名古屋市）

22日 【日本共産党尾張旭市議団】
政務活動（22・23日 岡山
県岡山市）

24日 議会みらい創造特別委員会
議会運営委員会

25日 福祉文教委員会行政調査
（25・26日 埼玉県白岡
市・戸田市）

27日 議会広報委員会
31日 都市環境委員会行政調査

（31日・８月１日 福井県
永平寺町、長野県上田市）
総務委員会行政調査
（31日・８月１日 大阪府
箕面市・八尾市）





公明党尾張旭市議団

Q
物価高騰対策に地方創生
臨時交付金等を活用しど
のように取り組まれるか？

Ⓐ
支援策の中でも保育園や
小中学校の給食材料費の
高騰対策には重点を置い
ている

Ｑ 当市議団は市民の切実な声
を聴き、物価高騰対策や令和５
年度住民税非課税世帯等に対す
る臨時特別給付金の対象拡充を
求める緊急要望書を市長に提出
してきた。各自治体が実情に応
じた施策に充てられる、地方創
生臨時交付金等を活用した支援
策について伺う。
Ⓐ 市長 低所得世帯や子育て
世帯等への生活者支援のほか、
民間保育所や学童クラブ、中小
企業等への事業者支援を中心に
予算化しており、中でも給食材
料費の高騰対策に重点を置いて
いる。また、住民税非課税世帯
等への給付金は、世帯全員が税
法上の扶養となっている非課税
世帯についても、市の裁量で対
象を広げ、給付することとした。

Q 狭あい道路の拡幅整備の推進について

Ⓐ
今年度は、拡幅用地の確
保及び整備をより一層、
積極的に推進する

Ｑ 市が管理する道路幅員４ｍ
未満の道路(狭あい道路)の拡
幅整備は、災害に強く、安全安
心なまちづくりにとても重要で
ある。今後の推進と方針を伺う。
Ⓐ 市長 市内には、大規模災
害時の避難や緊急車両の通行

に、支障を来す狭あい道路が存
在し、その解消に向けた取組
を、迅速に進める必要がある。
新規の路線整備のモデルケース
として、市道北山13号線の拡
幅整備を、地元のまちづくり推
進団体と協働で実施していく。

Q 帯状疱疹ワクチン接種の助成について

Ⓐ
費用の一部助成の実施に
向け、早急に調整を進め
たい

Ｑ 帯状疱疹ワクチン接種の助
成を求める市民からの要望が、
数多く寄せられている。帯状疱
疹の予防や重症化、後遺症を防
ぐために有効なワクチン接種の
助成について考えを伺う。
Ⓐ 市長 帯状疱疹ワクチン
は、有効性が認められるワクチ
ンで、市民ニーズや国の動向、
他自治体の助成状況等を踏ま
え、一定の年齢以上の市民に対
し、費用の助成が必要だと感じ
る。助成内容や開始時期等も含
め、瀬戸旭医師会や近隣自治体
と連携を図り、実施に向け早急
に調整を進めたい。

Q
誰一人取り残されない学
びの保障に向けた不登校
対策ＣＯＣＯＬＯ(ココ
ロ)プランについて

Ⓐ
同プランが示す３つの目
指す姿の内容について
は、大きく賛同できるも
のであり、その取組を推
進していきたい

Ｑ 全国の不登校児童生徒数が
過去最高となったことを背景
に、文部科学省はココロプラン
を発表した。目指す姿として①
不登校の児童生徒に全ての学び
の場を確保②心の小さなＳＯＳ
を見逃さずチーム学校で支援③
学校の風土を見える化し、安心

して学べる場所にの３つの柱を
掲げているが、本市の取組につ
いて伺う。
Ⓐ 教育長 学びの場、居場所
として校内教育支援センターを
今年度、旭中学校に設置した。
校外においても適応指導教室を
含め、教育支援センターの機能
強化に向け検討を始めている。
また、タブレット端末のＳＯＳ
ボタンなどを活用し、小さな声
を拾えるような仕組みづくりも
進めたい。関係諸機関と連携
し、１つ１つのケースに丁寧な
対応を心がけるとともに、保護
者の会の継続的な実施により、
保護者の気持ちに寄り添った支
援を行ってまいりたい。

Q 分かりやすい言葉で親しまれる市役所に！

Ⓐ
市民に分かりやすい言葉
で情報発信することは、
行政サービスの一環とし
て非常に大切なこと

Ｑ 市民に伝わりづらい「お役
所言葉」をやめて「市民に伝わ
る文書作成の手引き」を作成し、
伝え方を工夫している自治体が
ある。本市の取組について伺う。
Ⓐ 市長 市が作成する文書は
正確性が求められ、法律用語な
ど、なじみのない言葉を用いる
ことも多々ある。しかし、より
分かりやすく伝わりやすい文書
を作成する意識を持つことは
「親しまれる市役所」の基本に
なる。先進自治体の取組を参考
に、文書事務の手引の策定や職
員研修などに取り組んでいく。
その他の質問項目
○子育て支援の充実について
・子どもの遊び場の充実につい
て

・学校給食費の無償化について
○駅前周辺の整備について

芦原美佳子 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより 令和５年８月15日

⑤

代表質問 ※議長(丸山幸子)､副議長(松原たかし)､監査委員(若杉たかし)は､慣例により一般質問を控えています｡



令和あさひ

Q 公金詐取に係る再発防止に向けた対応について

Ⓐ
不正リスクに対応した検
査体制等の充実と不正は
起こりうるという視点で
職員の意識改革を図る

Ｑ 公金詐取の発生の原因につ
いて伺う。
Ⓐ 市長 直接の原因は、公金
詐取というモラルを欠いた職員
が原因だが、職員が不正を働く
という視点が欠けていたことが、
事件発生の原因だった。性善説
に立った職場風土により、不正
リスクに対応したチェック機能
が整っていなかったと考える。
Ｑ 損害賠償について伺う。
Ⓐ 刑事訴訟の中で、民事上の
損害賠償請求に代わる手続を行
うことができないか検討してい
る。
また、元職員の上司であった

職員についても、既に退職した
者も含め、地方自治法の規定に
基づく、賠償責任が問えるか、
過去の裁判例などを参考に精査
している。
関連法令にのっとり、慎重か

つ適切に、毅然とした対応をし
ていきたい。
Ｑ 再発防止について伺う。
Ⓐ 今年３月に全職員を対象に
法令遵守研修のオンラインでの
実施や、４月には会計課への正
規職員の１名増員、会計課の配
席見直しや検査体制等の充実に
向け公認会計士からの意見聴取
等を進めている。
また、元職員を告発し、関係

職員の厳正な処分を行い、４月
末には事件の全容を報告書で公
表した後、私と副市長の給与を
減額する条例を本議会に提出し
た。
市民の信頼を回復するよう、

職員一丸となって、再発防止に
取り組んでいきたい。

Q 安全安心について

Ⓐ
出水期に備えた「災害対
策本部の図上訓練」を６
月１日に実施するなど、
様々な想定による防災態
勢の強化につなげたい

Ｑ 浸水対策の内容について
Ⓐ 市長 今年３月27日から、
河川等の監視カメラの一般公開
をした。河川の状況をリアルタ
イムに確認でき、自主避難の判
断材料で役立つようになった。
また、今年度には、雨水整備

計画を策定し、浸水シミュレー
ションを行い、整備優先度を設
定することで効率的かつ効果的
に進めたい。

Q 子育て教育について

Ⓐ
「少子超高齢化」「人口
減少」は喫緊の課題と認
識している。こども・子
育て施策は、その課題解
決の大きな柱と考える

Ｑ 給食材料費高騰分の公費負
担等について
Ⓐ 市長 小中学校は昨年度か
らの１食20円に、今回の１食40
円を加え、60円の支援を実施
する。給食費の無償化について
は、国の検討状況を注視する。

Q 環境・都市基盤について

Ⓐ
次期一般廃棄物処理基本
計画は、プラスチック製
品の分別、ペットボトル
の集積所での回収などの
検討を盛り込む

Ｑ 次期都市計画マスタープラ
ンについて
Ⓐ 市長 今年度から３年間か
けて策定に取り組む。本市のポ
テンシャルを引き出し、まち全
体の暮らしの質を高める都市基
盤整備の在り方を検討する。

Q 共創・行政経営について

Ⓐ
人口減少下等で、多額な
財源を要する課題もある
が、事業の必要性や背
景、時代や需要の変化を
見極め取り組む

Ｑ チャレンジ事業について
Ⓐ 市長 私が発案した事業
で、職員の「チャレンジする気
持ち」を奮い起こし、これを育
てる職場づくりを進め、市のブ
ランド価値の向上を図ろうとす
るもの。現在、事業の提案募集
を行っている。今後実施する事
業を選び、予算化が必要なもの
は、９月補正での対応を検討し、
早期の事業化に向けて進める。
Ｑ 少子超高齢化・人口減少問
題への対応について
Ⓐ 「尾張旭市人口問題対策本
部」を５月９日に設置し、第１
回目の会議を６月中に開催する。
皆で知恵を絞り、この最大の課
題に立ち向かっていきたい。
その他の質問項目
○「健康・福祉」について
・健康都市連合国際大会につい
て

・新型コロナウイルス感染症対
策について

・感染症対策の充実・強化につ
いて

○「経済・多様性」について
・地域産業の振興について
・魅力商品開発プロジェクト
「旭色」について

・スタートアップの創業支援に
ついて

さかえ章演 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより令和５年８月15日

⑥

代表質問



市民クラブ

Q
三郷駅周辺まちづくりの
未来をどのように描くの
か？

Ⓐ
再開発事業を着実に進
め、地域一体となり、に
ぎわいの創出と経済の活
性化を図っていく

【市内名鉄瀬戸線４駅周辺まち
づくりの未来予想図について】
Ｑ 今回の質問全体のテーマ
が、「有効的なお金の使い方で
明るい未来を描く」である。そ
こで、現在、三郷駅前開発が進
んでいるが、人口増加や周辺の
活性化が見込まれる。市長とし
てこのまちづくりをどのように
描き、新しい世代の未来へと引
き継ぐのか？
Ⓐ 市長 三郷駅周辺は、古く
から本市の発展を牽引してきた
中心拠点でもあり、ポテンシャ
ルが高い地域と感じる。市街地
再開発事業を着実に進め、魅力
的でにぎわいのある駅前の整備
を実現したい。また、本市と県
立芸術大学が連携協力し、令和
３年度からスタートした「三郷
駅前まち育てプロジェクト」で
は、まちを育てようという思い
が醸成されつつある。こうした
思いを共有し、地域一体とな
り、にぎわいの創出と経済の活
性化を図ってまいりたい。

この項目のその他の質問項目
・尾張旭駅周辺まちづくりにつ
いて

・旭前駅周辺まちづくりについ
て

・印場駅周辺まちづくりについ
て

Q
歩車分離のような安全安
心な都市基盤整備を加速
する必要があるのでは？

Ⓐ
安全安心な道路交通環境
整備が必要で、人を中心
とした都市基盤整備を推
進したい

【安全安心な都市基盤整備につ
いて】
Ｑ 安全安心な都市基盤整備
は、少子高齢化を迎える未来に
おいて、重要な案件である。歩
行者、自転車、自動車皆の安全
が確保できる歩車分離のような
都市基盤整備を加速させる必要
性があると感じるが、市長の描
く都市基盤整備の未来は？
Ⓐ 市長 誰もが安全安心に外
出できる道路交通環境を整備す
ることが重要。そうした中、試
行ではあるが、自転車通行空間
の整備やガードパイプを設置す
るなど交通安全対策を実施。引
き続き、歩行者の安全を確保す
るため、歩車分離を進めるとと
もに、人を中心とした都市基盤
整備を推進したいと考える。

Q
部活動の指導者育成や金
銭面の支援を市長はどの
ようにリードするのか？

Ⓐ
地域や団体と連携し、財
政面を含め、行政と一体
となって活動の場を確保

【部活動支援の早期構築の考え
について】
Ｑ 小学校部活動支援のための
テスト的な取組が始まった。教
員の働き方改革や子どもたちの
放課後の居場所などの問題解決
は、若者の定住や少子化の明る
い未来を描くと感じる。しか
し、その指導者がいなければこ
の支援が成り立たないにもかか
わらず、その育成や金銭面での
課題が山積している。そこで、
この事業を市長はどのように
リードしていくのか？
Ⓐ 市長 小学校の運動部活動
は今年度から廃止したが、これ
に代わる運動機会を幅広く提供
していくことで、その影響を少
なくしたい。今年度から始めた
スポーツ教室の開催もその一つ
で、外部に委託して実施してお
り、スポーツ協会の皆様にも御
協力いただきながら、種目を増
やしていく。また、部活動を学
校から切り離すことは、場の提
供・指導者・費用面など多くの
課題がある。現在、教育委員会
でその対応を検討し、試行的に
実施しているが、地域や団体な
どと連携し、財政面を含め、行
政と一体となって、子どもたち
の活動の場を確保していく。

早川 八郎 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより 令和５年８月15日

⑦

代表質問



Q
子どもや親など家族を包
含したパートナーシップ
制度の展望について伺う

Ⓐ
共に暮らす子どもも含め
「ファミリーシップ制
度」を考えていく

【令和５年度施政方針より４つ
の課題について】
この項目のその他の質問項目
・公金詐取事件を教訓とする風
通しのよさとモラルを育む職
場風土について

・障がいへの理解促進×こども
支援につながるインクルーシ
ブ公園設置への展望について

・行政手続のデジタル化につい
て

Q
０～６歳一貫して通える
園の配置も含め「きょう
だい分離保育」ゼロを！

Ⓐ入園調整の配慮を続け、
仕組み改善を図っていく

【「働く」を支える「家族の状
況対応型」子育て支援について】
この項目のその他の質問項目
・放課後児童クラブのお迎え年
齢の緩和と「きょうだいで下
校」について

Q
中学生の「荷物が重たい」
×「学校が遠い」状況に
心を寄せた打開策を伺う

Ⓐ
早急に見直す必要の認識
はないが、学校の在り方
について検討していく

【学校教育の中にある無意識の
バイアスへの気付きと対応につ
いて】

この項目のその他の質問項目
・小学生の黄色い安全帽子の形
と性別による割当て状況につ
いて

・同性医師による内科検診を保
障する仕組みを整えることに
ついて

・新型コロナウイルス感染症の
５類感染症移行後のマスク習
慣への対応について

その他の質問項目
〇第六次総合計画策定に寄せて
シビックプライド醸成のため
の視点から３つの課題につい
て

・尾張あさひ苑の市民割引対象
者として小学生以下の「こど
も」にも適用することについ
て

・まちの中にこどもたちの居場
所を開放することについて

・市民プールの展望について

大島 もえ 議員

(動画配信)

Q 「公設書店」を設置し教育・文化発信の拠点に！

Ⓐ
本を仲立とした魅力的な
まちづくりを、市民の皆
様と共に進めたい

Ｑ 民間の書店や図書館の役割
を補完できる公設書店。市の活
性化にもつながる公設書店の設
置を求める。
Ⓐ 教育部長 公設書店を設置
した八戸市や敦賀市の例は、大
変注目している。図書館や書店
の存在は、まちづくりにおいて
も、大きな役割を果たしてお
り、本を仲立ちとした魅力的な
まちづくりを進めたい。

Ｑ 三郷駅前に公設書店があれ
ば、先進自治体の例のように地
域を超えた人を呼び込め、かつ
街の価値を高めることにつなが
る。駅前の公共エリアに公設書
店を検討してはいかがか？
Ⓐ 三郷駅周辺整備推進室長
提案の内容は、「にぎわいの創
出」や「交流」という観点で効
果的。公共施設だけではなく民
間のテナントなども含め、施設
計画の参考としたい。

Q
区画整理事業完了に伴う
小学校区の変更の際には
各家庭の事情に配慮を！

Ⓐ
これまでの地域での実情
も考慮し、従前の学校に
通学できるよう、特例を
設けて対応している

Ｑ 学区編成の変更に際して
は、個別の事情や家族の結びつ
きを尊重し、柔軟な措置を講じ
ることを求める。

Ⓐ 教育部長 従前の学校に通
学できるよう、特例を設けて対
応する。区画整理以外にも、他
地区への転居や不登校・いじめ
などの理由でも対応している。

Q
他ごみと同様に、ペット
ボトルの集積所回収を求
める！

Ⓐ
ペットボトルの集積所で
の回収について検討した
い

Ｑ ペットボトルの拠点回収場
所が遠く、頻繁に捨てに行けな
いため様々な問題が発生してい
る。集積所回収の実施検討を求
める。
Ⓐ 市民生活部長 ペットボト
ルの更なる適正な分別を図るた
めに、集積所での回収につい
て、指定のごみ袋などによる回
収方法の検討も含め、次期ごみ
処理基本計画の中で、検討して
いきたい。

市原 誠二 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより令和５年８月15日

⑧

個人質問



Q スカイパークの遊具は？

Ⓐ
人気の大型複合遊具は、
近隣の小学生・保護者ア
ンケートの結果や地元
ワークショップの中で要
望があり設置した

Ｑ 屋内遊具施設の設置は？
Ⓐ こども子育て部長 他の自
治体では、既存の施設改修に合
わせて施設整備を行う事例があ
る。本市でも機会があったら、
屋内遊具施設の設置が提案でき
ないか検討していきたい。
Ｑ 三郷駅前再開発事業で、屋
内遊具施設の設置は？
Ⓐ 三郷駅周辺整備推進室長
三郷駅周辺まちづくりについて

は、ワークショップや社会実験
などを実施し、市民の意見を聴
きながら進めている。その中で、
「駅前に、子どもが安心して遊
び、家族で気兼ねなく滞在し、
交流できる空間が欲しい」とい
う意見もある。その点を踏まえ
ると、提案のあった「屋内遊具
施設」は、子育て世代の交流の
一助になるので、今後の施設計
画の参考とさせていただく。
Ｑ 待機児童の現状は？
Ⓐ こども子育て部長 ４月１
日現在で、８人の待機児童がい
る｡引き続き対策を講じていく｡
Ｑ 保育施設の拡充は？
Ⓐ 既存施設の空きスペースの
利活用や他の施設整備に合わせ
て保育施設の設置を行うなど、
新規の施設整備に頼らない保育
施設の拡充を検討する必要があ
る。

Q
市道巡検道線の自転車通
行空間を自転車通学する
安全指導は

Ⓐ
自転車通行空間は、生徒
の運転技能の実態に合わ
せて活用するように指導
している

Ｑ 自転車の安全走行のために
荷物の軽量化が必要であるが？
Ⓐ 教育長 家庭学習に必要な
学習用品以外は学校に置いてい
くなど、子どもたち自身が判断
している。タブレット端末も課
題が提示される場合など、必要
な場合のみ持ち帰っている。
Ｑ 教科書や学習用品を学校に
置いていくために、生徒用ロッ
カーを大きくする工事計画は？
Ⓐ 管理指導主事 教科書の大
型化を受け、小中学校の大規模
改造工事の際にロッカーの規格
を大きくしている。

櫻井 直樹 議員

(動画配信)

Q 現行の公会計処理の方法について

Ⓐ単式簿記による現金主義
を採用している

Ｑ 民間企業は複式簿記による
発生主義会計であり、仕分によ
りお金の原因と結果のダブル
チェックを行い、分析に適して
おり、施設や設備の投資の意思
決定に活用している。東京・大
阪を始め10万人規模の自治体
でも導入実績がある。今後の複
式簿記の導入について
Ⓐ 総務部長 本市では、財務
会計システムの更新から間もな
いこともあり、現時点で複式簿
記導入の具体的な計画はない

が、令和９年度に予定する次回
システム更新に向けて、調査・
研究を進めていく。

Q 特定外来生物オオキンケイギクの周知について

Ⓐ
広報誌に記事を掲載する
とともに、毎年５月に校
区社会福祉推進協議会に
駆除協力を依頼している

Ｑ 日本古来の在来種を守るた
めに、市民への更なる周知や私
有地及び道路沿い等の危険場所
の駆除について
Ⓐ 環境課長 まだまだ知らな
い方も多いので、公共施設や尾
張旭駅や印場駅の掲示板などを
活用して周知していく。
Ⓐ 市民生活部長 市が管理す
る土地は市で駆除を実施し、私
有地は土地所有者、国や県が管
理する土地は国や県に駆除を依
頼していく。

Q
北原山中央通り整備後の
三郷交差点の森林公園通
りの渋滞緩和状況につい
て

Ⓐ
現時点では交通量に大き
な変化はないが、引き続
き交通状況に注視する

Ｑ 具体的な交通状況調査の予
定について
Ⓐ 三郷駅周辺整備推進室長
渋滞緩和策として、主要幹線道
路の自動車交通の分散化が期待
される。北原山土地区画整理事
業による道路整備だけでなく、
現在進めている他の道路整備が
完了した後に必要な調査を実施
したい。
Ｑ バイパス整備以外の渋滞緩
和策について
Ⓐ 都市整備部長 信号機や信
号機と踏切の連動による交通処
理も有効と考え、関係機関と協
議していく。

いとう伸一 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより 令和５年８月15日

⑨

個人質問



Q 尾張旭市が目指す子育てについて

Ⓐ
伴走型支援を始めとする
未就園児の支援に力を入
れていく

Ｑ こども家庭庁ができてどの
ように変化していくのか伺う。
Ⓐ こども子育て部長 国のこ
ども家庭庁は、こどもの視点に
立って意見を聴き､こどもにとっ
ての利益を考え、こどもと家庭
の福祉や健康の向上を支援する
施策に取り組むとされている。
今後は当事者であるこどもや若
者の意見を聴いて進めていく。
Ｑ こどもや若者にどのような
方法で意見を聴くか。

Ⓐ こども未来課長 具体的に
は決まっていないが、こどもや
若者を中心とした会議の開催や
審議会・懇談会への参加、ＳＮ
Ｓを活用した意見聴取など、直
接意見を聴く仕組みや場づくり
を検討していく。

Q 高齢者にやさしい尾張旭市について

Ⓐ
高齢者が住み慣れた地域
で生活を続けるためには、
買物支援が喫緊の課題

Ｑ 現在の取組について
Ⓐ 健康福祉部長 買物支援策
として移動に関する支援と宅配
などの情報を提供している。
Ｑ 高齢者の見守り事業につい
て
Ⓐ 令和４年度から新たな緊急
通報装置によるサービスを開始
した。

Ｑ はいかい高齢者の帰宅支援
について
Ⓐ おかえり支援サポーターに
情報提供し、捜索に協力してい
ただいている。また、はいかい
高齢者おかえり支援シール事業
を行っており、衣服や靴、杖と
いった持ち物に二次元コードが
印刷されたシールを貼り付け、
発見者がスマートフォンで二次
元コードを読み込み、発見者の
電話番号などの個人情報を、介
護者に知られることなくチャッ
ト形式でやり取りすることで、
早期の帰宅につなげている。

秋田さとし 議員

(動画配信)

おかえり支援サポーター
登 録 二 次 元 コ ー ド

Q
高齢者・子育て世代の安
全安心と人口維持の視点
から(仮称)三世代同居・
近居支援事業について

Ⓐ
支援制度のある自治体の
取組について調査・研究
を行う

【市制施行後に転入してこられ
た家族が75％を占め、１世帯
当たりの人員が2.3人まで減少
している。尾張旭市に育った子
どもたちが、市内に定住できる
支援事業が必要だと考える】
Ｑ 世帯の居住形態について
Ⓐ 企画部長 令和２年の国勢
調査によると、約74％が持家
に住み、全国平均の約61％よ

り高くなっている。
Ｑ 持家の戸数の増減は？
Ⓐ 企画課長 平成22年からの
10年間で2,380世帯増えている。
Ｑ 転入する子育て世代の増加
についてどのように考えている？
Ⓐ 企画部長 平成27年から令
和２年までの転入・転出者を年
齢別に集計すると、０歳から９
歳までと、30歳から44歳まで
の年齢層で比較的大きな転入超
過が見られる。子育て世代の転
入は、人口構造の改善や、にぎ
わいの創出、地域経済への効
果、地域コミュニティの活性化
など、多くのメリットにつなが
るものと考えている。
Ｑ 若年層のＵターンの転入人
口は把握しているか？
Ⓐ 企画課長 住民基本台帳の
集計データでは、平成30年度
から５年間の再転入者約3,000

人の内訳を見ると20代が約
31％、30代が約25％となって
おり、若年層のＵターンが一定
数存在すると推測できる。
Ｑ （仮称）三世代同居・近居
支援事業で期待されることは。
Ⓐ 企画部長 高齢者にとって､
子どもや孫が近くにいることで、
健康意識の高揚などが期待でき
る。子育て世代にとっては子育
てへのサポートや助言、知識や
経験の継承、経済的な負担の軽
減が期待できるほか、子どもの
立場においても多世代にわたる
家族の絆を感じるなどメリット
が期待される。一方、個々の事
情や価値観にも配慮しながら検
討することが必要と考える。
その他の質問項目
○空き家等の適正管理について
・周辺生活環境や人命に影響を
及ぼす際の緊急対応について

谷口 武司 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより令和５年８月15日

⑩

個人質問



Q
政府予算で保育士配置を
４・５歳児30：１を25：
１で加算。本市の配置見
直しは

Ⓐ
加算要件は定員121人以
上の園６園で、経験ある
保育士の確保が必要

Ｑ 加算措置では効果が薄い。
保育士配置基準見直しは保育士
確保と保育園増設も、第六次総
合計画の視野に入れるべきでは
ないか。
Ⓐ こども子育て部長 全国的
に保育所等の充足率が減少して
いるため、慎重に判断していく。

Q
学校給食費を国会答弁ど
おりに自治体が無償にで
きるとの認識があるか

Ⓐ
他団体の事例にあるとお
り、自治体の政策判断に
より給食費無償化は可能

Ｑ 政府調査で、育児を支援す
る施策として教育費の支援、軽
減がトップ。給食費は年間いく
らか。
Ⓐ 教育部長 小学校では年間
約４万６千円、中学校では年間
約４万８千円になる。
Ｑ 無償化した場合、学校給食
に係る徴収の事務費や業務への
影響はどうか。
Ⓐ 徴収に係る事務費は年間約
600万円。その分の徴収業務は
軽減となるが、児童・生徒の食
数等の管理業務は引き続き必要。
Ｑ 食物アレルギーで弁当持参
の家庭への対応。給食提供が原
則なので給食費相当を支給すべ
きでは。
Ⓐ 弁当の場合、給食費の負担

がない。無償化している団体で
は、支給している場合もある。
Ｑ 給食費無償化を第六次総合
計画の少子化克服策と位置付け
実施決断を求めるがどうか。
Ⓐ 国も全国的な実態調査と課
題整理をするとしており、動向
を注視する。

Q
自衛官募集の個人情報提
供を望まない人のために
「除外申請」制度を

Ⓐ他市の例を参考に検討す
る

Ｑ これまでは「閲覧」しか認
めていなかったのに、なぜ今年
度から18歳になる男女の名簿
を電子データで提供したのか。
Ⓐ 総務部長 改正された個人
情報保護法で「自衛官募集対象
者名簿を提供しても特段問題な
い」とされたため。

榊原 利宏 議員

(動画配信)

Q
デジタル技術で人命守る
「防災ＤＸ」について伺
う（防災ＤＸは自治体独
自の防災アプリのこと）

Ⓐ
「尾張旭市防災アプリ」
を令和３年４月から運用
している

Ｑ 尾張旭市防災アプリのダウ
ンロード数について伺う。
Ⓐ 総務部長 ユーザー登録者
数として、令和５年５月末現
在、3,625人の方が登録してい
る。１年前の令和４年５月末の
登録者数は、2,755人である。
Ｑ 尾張旭市防災アプリの機能
について伺う。
Ⓐ 防災マップを表示し､ハザー

ドマップや避難所などを視覚的
に確認できる機能のほか、避難
所の開設や混雑状況、さらに避
難所などに至るルートを検索す
る機能も備えている。その他の
機能として、リンク機能によ
り、防災ガイドブックや避難所
運営マニュアルなどを閲覧でき
る。令和５年３月から運用開始
した河川等監視カメラシステム
にアクセスできる機能などを備
えている。
Ｑ 防災アプリの新たな機能に
ついては、災害時に道路や建物
などの被害状況を知らせる機能
やマイタイムラインを作成する
機能、ＳＮＳのＬＩＮＥ上でロ
ボットと会話する「チャット
ボット」の活用を試みている自
治体もあるが、防災アプリの新
たなる機能について伺う。
Ⓐ 現在、具体的な予定は持ち

合わせていないが、市民の皆様
の安全と安心の確保に向け、デ
ジタルの力を活用した「防災Ｄ
Ｘ」の取組は、今後、必要であ
る。議員から提案のあった取組
が、本市の防災アプリに活用で
きるかどうかを確認するととも
に、他の先進事例を研究し、防
災情報を市民の皆様に、より正
確に、より迅速に、より分かり
やすく、お伝えできるよう改善
を進めていきたい。
Ｑ 防災アプリの普及と啓発に
ついて伺う。
Ⓐ 今後も引き続き、市民の皆
様に対し、様々な機会を捉え、
啓発に努めていく。
その他の質問項目
○自転車ヘルメット着用努力義
務と交通安全対策について

○高齢者支援について

片渕 卓三 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより 令和５年８月15日

⑪

個人質問



Q
三郷駅周辺まちづくり事
業が市財政に与える影響
について伺う

Ⓐ
これまで以上に歳出削減
や歳入確保の努力が必要
になる

Ｑ 最新の資金計画が３月に示
されたが、令和２年11月に示さ
れた資料の形式と異なるため、
資金計画の変更点を確認したい。
Ⓐ 都市整備部長 三郷駅周辺
まちづくり事業は、「北街区」、
「名鉄関連」、「市街地再開発
事業」の３事業で構成している。
そのうち「市街地再開発事業」
の資金計画について、施設の規
模の見直しや物価高騰による建

設費の増加などを反映した結果、
概算で総事業費が155億円。市
の負担額は、令和２年に示した
額より11億円増加している。
Ｑ 三郷駅周辺まちづくり事業
の最新の資金計画を考慮した、
財政の見通しについて伺う。
Ⓐ 総務部長 市の負担額44億
円に対する財源として39億円
の市債借入れを見込んでおり、
20年償還の場合で、年2.5億円
ほどの元利償還が必要となる。
今後の公共施設やインフラ等の
老朽化対応に、多くの財源が必
要になることを踏まえると、こ
れまで以上に歳出削減や歳入確
保の努力が必要になる。

Q 教員の不足状況について伺う

Ⓐ校務主任等が担任を行っ
て対応している

Ｑ 教員不足は、根本的には国
や都道府県の問題だと認識して
いるが、当市の不足状況を伺う。
Ⓐ 教育長 今年度当初に未配
置となった人数は、小学校３
名、中学校１名。担任について
は、不在がないよう校内の教員
を充て対応している。
Ｑ 校務主任や教務主任など、
本来、担任を持たない教員が担
任となっていないか伺う。
Ⓐ 担任業務が必要な補充は２
名で、校務主任が担任を行って
いる。
Ｑ 今後懸念される教員不足に
ついて伺う。
Ⓐ ２学期以降に産休等に入る
人数は、現在２名の予定。年度
途中で補充者を見つけることが
非常に困難な状況となってお
り、今後、退職者なども含め補
充対応に努める。

川村つよし 議員

(動画配信)

Q
保育園におけるコロナ感
染症５類移行後の給食の
実施状況は？

Ⓐ
パーティションを撤去す
るなど、コロナ前のよう
に変更した。本来の給食
の在り方を取り戻してい
きたい

【給食について】
Ｑ 保育園における「食べ残
し」について
Ⓐ こども子育て部長 食べ始
めから後片付けまでを30分程
度としている。幼少期の食事
は、発育や食べ物の嗜好などの
今後の食生活に関わることか
ら、年齢にあった食育計画を立
てている。

また、配膳前に量の調整や苦
手なものを取り除くことで、こ
どもの食べる意欲を引き出すよ
うに働きかけたり、日々の残食
量により、保育士と調理員が調
理の仕方や献立内容の振り返り
を行ったりすることで、食べ残
しが少なくなるような取組に努
めている。
Ｑ 小中学校における「食べ残
し」についての取組について
Ⓐ 教育長 会食時間内に食べ
られなかった給食に関しては、
その時間で会食を終了させてい
る。並行して、担任が食の大切
さや個人の食べられる量の把握
と調整など、ＳＤＧｓの達成や
食品ロス削減につながるように
給食指導を行っている。

Q 都市公園のトイレの設置について

Ⓐ
地震災害時の一時避難場
所に指定されており設置
を前提としている。未設
置の公園については、整
備を進める必要がある

【公園のトイレについて】
Ｑ 水洗化率は？
Ⓐ 都市整備部長 100％であ
る。
Ｑ 管理について
Ⓐ トイレの清掃業務はどの公
園も週２回行っている。特に利
用者の多い城山公園と維摩池に
ついては日曜日、休日及び年末
年始を除き、毎日実施している。
Ｑ 防犯対策について
Ⓐ 都市公園の移動等円滑化整
備ガイドラインに基づき、緊急
時通報装置を導入するととも
に、トイレを人目に付きやすい
場所に設置するなど、防犯面に
配慮していきたい。

安田 吉宏 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより令和５年８月15日

⑫

個人質問



Q
一般墓地、合葬式墓地、
２種類の墓地のうち一般
墓地の許可数について伺
う

Ⓐ
一般墓地の許可数は、例
年30件程度で、ここ数年
は、許可する数よりも返
還される数の方が多い

Ｑ 合葬式墓地の市外募集状況
について伺う。
Ⓐ 市民生活部長 今年度から
開始した、市外在住の方の合葬
式墓地の使用者募集では、申込
数は全体で103件であった。こ
のうち、市外在住の方は23件
であった。このうち、12件は
過去に尾張旭にお住まいの方で

ある。今後も募集の際には、市
外の方へ効果的な周知に努めて
いきたい。

Q 森林公園の活用状況について伺う

Ⓐ
市が実施している市民
ジョギング大会、各種団
体による自然観察会やス
ポ－ツイベントなどの催
しが開催されている

Ｑ 県が管理する施設であるが
本市の関わり方について伺う。
Ⓐ 都市整備部長 全国植樹祭
の開催理念を継承する貴重な資
源と認識している。これまでも
森林公園の活用について模索し
てきたが、今一度にぎわいを創
出し、さらに魅力ある施設とし
て活用できるよう、今後、愛知
県と協力しながら事業等の提案
をしていきたいと考えている。

Q 平子の森の過去の利用状況について伺う

Ⓐ
オ－プンスぺ－スの有効
活用を進めてきた。子供
のスポ－ツ等を中心に、
利用者数が１万人を超え
るなど好評を博している

Ｑ 平子の森の現在の利用状況
と利用者の意見について伺う。
Ⓐ 企画部長 これまでの取組
を継続するとともに、利活用を
さらに発展・拡大するために
「市民」や「平子の森に愛着を
持つ人」が主体となり、少しず
つこの森を作り上げていく「あ
つまれ 平子の森」の活動を令
和３年度から開始した。また、
利用者から様々な意見があっ
た。これらを踏まえ、今後の利
活用策を検討する。

日比野和雄 議員

(動画配信)

Q
介護分野における文書負
担軽減へ向けての本市の
取組について伺う

Ⓐ
厚労省の方針に沿い取組
を進めている。他市の様
式であっても不備がなけ
れば受け付ける

Ｑ 本市における介護事務にお
いての独自ルールと介護支援専
門員との合意形成について伺う。
Ⓐ 健康福祉部長 本市では事
務上の独自ルールは設けていな
い｡解釈を求められるものはホー
ムページに掲載し、周知を図っ
ている。合意形成については集
団指導の場で周知をしている。
Ｑ 入力のしやすい電子文書へ

の見直しと、近隣市町との書式
の共通化について伺う。
Ⓐ 不備や不具合がないか、定
期的に検証し、必要に応じて見
直しを行う。様式の共通化につ
いては、制度改正などの折に近
隣市町と協議・検討したいと考
えている。

Q
入居施設等における高齢
者虐待と不適切なケアの
現状について伺う

Ⓐ
虐待通報件数は令和３年
度から４年度において４
件である。そのうち虐待
認定件数は３件である

Ｑ 入居させてもらっていると
遠慮をしてしまいがちな入居高
齢者や御家族に対して、虐待や
不適切なケアがないか、第三者
が直接聞き取りを行うなどし
て、実態を把握することができ
ないか伺う。
Ⓐ 健康福祉部長 コロナ禍以

前は運営指導などで巡視を行う
とともに、介護相談員を派遣し
て聞き取り調査を実施していた
が、現在は感染症予防のため
行っていない。施設の受入れ体
制が整い次第、再開したいと考
えている。

Q
財務会計システムは、不
正を防止できるようなシ
ステム上の権限を設定で
きるのか伺う

Ⓐ
標準パッケージを使用し
ており、本市独自に権限
を変更することはできな
い

Ｑ 不正な操作をシステム上で
検出できるシステムに改修・変
更できるかについて伺う。
Ⓐ 会計管理者 次回のシステ
ム見直しにおいて、その視点を
重要な要素の一つとして選定し
ていきたい。それまでは、運用
の見直しなどにより対応する。

勝股 修二 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより 令和５年８月15日

⑬

個人質問



Q 本市の新型コロナのワクチン接種状況について

Ⓐ５月から春開始接種を開
始している

Ｑ 今までの接種率と発症数は。
Ⓐ 健康福祉部長 延べ約25万
回の接種を実施。多い方で、最
大６回の接種を終了している。
本年６月８日現在、全市民を対
象にした接種率は、１回目は
81.8％、２回目は81.5％、３回
目は67.4％、４回目は43.2％、
５回目は22.3％、６回目は6.1％
となっている。令和４年９月26
日までに瀬戸保健所に提出され
た市民の発生届人数は、14,226
人となっており、以降、第５類

感染症に位置付けられる前日ま
でに市内の医療機関で8,819人
が確認されている。
Ｑ 新型コロナワクチンの副反
応と予防接種健康被害救済制度
について市民に情報提供できて
いるか。また、本市民の制度利
用はあるか。
Ⓐ 案内チラシ、ホームページ
等で案内している。新型コロナ
ワクチンの予防接種健康被害救
済制度の申請は７件受理してい
る。

Q
公金詐取に係る案件は、
新事実も含め再調査し詐
取金回収に注力すべき

Ⓐ
損害賠償に向けて弁護士
と進めている。裁判中の
ため、具体的に回答はで
きないが、毅然として対
応していきたい

Ｑ 令和２年９月に25万円を
自らの口座に送金したことに対

し、会計課内で単なる事務のミ
ス「事務誤り」と対処した事は
問題なかったか。
Ⓐ 会計管理者 当時の会計管
理者が元職員からの聞き取りで
事務処理誤りであると信じ、犯
罪とは考えていなかったため、
告発すべき事案としての認識は
なかった。
Ｑ 危機管理的な研修、ルール
化はできていたか。
Ⓐ 人事課長 危機事象対応ルー
ルとして、尾張旭市職員の懲戒
取扱いに関する内規では、直属
の所属長は所属の職員に規律違
反の疑いがあると認めるときは、
速やかに人事課長に報告しなけ
ればならないこととなっている。

山下 幹雄 議員

(動画配信)

Q
大規模災害が発生した際
の他市町との相互応援協
定について

Ⓐ
迅速かつ円滑に応急対応
が行えるよう、同時発生
のリスクが低い、遠方の
４つの市町村と締結して
いる

Ｑ 相互応援に関する協定の内
容について伺う。
Ⓐ 総務部長 輪島市との協定
内容として、１点目として、災
害対策本部の運営に必要な職員
の派遣、２点目として、食料、
飲料水及び生活必需物資並びに
その供給に必要な資機材の提供、
３点目として、被災者の救出、
医療、防疫、施設の応急復旧等

に必要な資機材及び物資の提供、
最後に４点目として、救援及び
救助活動に必要な車両等の提供。
Ｑ 協定先との今後の取組につ
いて
Ⓐ 平常時からの連絡体制が重
要で、協定先と調整を行い、通
信訓練などを行っていきたい。
【相互応援に関する協定先】
・長野県阿智村
・石川県輪島市
・山口県萩市
・福島県三春町

Q 市民活動促進助成事業の実績について

Ⓐ
事業の内容としては、音
楽・子育て・スポーツ・
健康・環境・芸術・デジ
タル化など多岐にわたっ
ている

Ｑ 市民活動促進助成事業の要
件について伺う。

Ⓐ 市民生活部長 要件の内容
変更については、主なものとし
て次の３点。
１点目は、一律２分の１の助

成率を、設立３年未満の団体に
対し、１回に限り３分の２に区
分増。
２点目は、助成対象の開始時

期を「助成金交付決定日から」
を「４月１日から」へ変更。
３点目は、助成金交付申請額

が５万円未満の場合は、プレゼ
ンテーションを省略できる。
Ｑ 今後の取組について
Ⓐ 団体からの相談対応や活動
のＰＲなどの支援をしっかりと
行う。
Ⓐ 市民活動支援センター所長
内容や要件の追加や見直しに

ついては、他市の例などを参考
にし、検討する。

陣矢 幸司 議員

(動画配信)
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予算決算特別委員会
委員長 さ か え 章 演
６月21日、26日、27日、28日、
30日に開催しました予算決算特別
委員会に付託されました案件は、
第30号議案１件でした。
◇主な審査内容
◎第30号議案
福祉文教分科会では、住民税非
課税世帯等価格高騰給付金給付事
業について質疑があり、「非課税
世帯への確認書の送付は、８月中
に発送したいと考えている。給付
金の入金は９月に入ってからにな
るものと想定しているが、速やか
な給付になるよう努めていく」と
の答弁でした。
都市環境分科会では、省エネ家
電買換促進事業の積算概要につい
て質疑があり、「対象経費10万円
以上15万円未満で２万円の補助を
300件、15万円以上で３万円の補
助を400件、合計700件を想定して
いる」との答弁でした。
総務分科会では、令和７年度の
消防指令センターの共同運用に向
けたデジタル無線設備更新調査の
調査内容について質疑があり、
「現場調査や電波の到達状況の調
査、設置する機器や整備スケジュー
ル等を検討する」との答弁でした。
◇審査結果
第30号議案は賛成多数で可決し
ました。

福祉文教委員会
委員長 秋 田 さ と し
６月26日に開催しました福祉文

教委員会に付託されました案件
は、陳情３件でした。
◇主な審査内容
◎陳情第５号
切実な問題であり、本市議会か

ら意見書を提出して、国に配置基
準の見直し等を求めることは必要
なことであるという意見が出され
ました。
◎陳情第６号
報酬単価の引上げが今の介護職

場の改善には必要であるという意
見が出されました。
◎陳情第７号
教員不足は本市においても深刻

な状況で早急に打開する必要があ
るいう意見が出されました。
◇審査結果
陳情第５号、第６号、第７号は、
賛成少数で不採択としました。

都市環境委員会
委員長 安 田 吉 宏

６月27日に開催しました都市環
境委員会に付託されました案件
は、陳情１件でした。
◇審査結果
陳情第１号は、賛成少数で不採

択としました。

総 務 委 員 会
委員長 市 原 誠 二

６月28日に開催しました総務委
員会に付託されました案件は、議
案４件、陳情３件でした。
◇主な審査内容
◎第31号議案
係争中のタイミングで給与の減

額措置をとる理由について質疑が
あり、「４月末に公金詐取につい
ての報告書を公表し、事件の全容
が判明したことからこのタイミン
グとした」との答弁でした。ま
た、本議案を閉会中の継続審査に
することを求める動議が提出さ
れ、慎重に審査した結果、この動
議は否決されました。
◎第33号議案
森林環境譲与税の利用事例に関

する質疑があり、「小中学校の
机・椅子の購入などに活用してい
る」との答弁でした。
◇審査結果
第31号議案は賛成多数、第32

号、第33号、第34号議案は全員賛
成で可決しました。また、陳情第
２号、第３号、第４号は賛成なし
で不採択としました。

尾張旭市議会だより 令和５年８月15日

⑮

委員会の活動状況

意見交換会を開催しました

【会場】尾張旭市中央公民館 ３階 303会議室Ａ
【開催日】令和５年７月12日（水）午後７時30分～午後８時30分

学童クラブ連絡会との意見交換会
「地域との連携について」



尾張旭市議会だより令和５年８月15日

⑯


政務活動費は、議員の調査研究その他の活動における必要な経費の一部として、「尾張旭市議会
政務活動費の交付に関する条例」に基づき交付されています。

会派名等 令和あさひ 市民クラブ
公明党
尾張旭
市議団

福祉、維新
の会

（※１）
川村つよし 花井守行

（※２）
山下幹雄
（※２） 全体

人数 ８名 ４名 ３名 ２名 １名 １名 １名 18名

交付額 1,200,000円 600,000円 450,000円 50,000円 150,000円 125,000円 125,000円 2,700,000円

支出額 0円 319,710円 2,640円 0円 150,377円 0円 0円 472,727円

返還額 1,200,000円 280,290円 447,360円 50,000円 0円 125,000円 125,000円 2,227,650円

※１ 会派「福祉、維新の会」は、令和４年５月11日に解散したため、令和４年４月
分から５月分までの２か月分を令和４年度の政務活動費として交付しています。

※２ 花井守行議員及び山下幹雄議員は、会派に所属しない議員として令和４年６月分か
ら令和５年３月分までの10か月分を令和４年度の政務活動費として交付しています。

収支報告・領収書(写し)・実績報告書を市議会のホームページに掲載しています。

●交付の対象／会派及び会派に所属しない議員
●交付する額／１人につき月額 1万2500円
●研究研修費・調査旅費の実績報告／実施の終了後１か月以内に行程表及び領収書の写しを添えて提出

市議会ホームページ
▼

編集後記
市議会最終日には、議案や陳情などについて討論が行わ
れるのが通例です。議員が、これこれこういう理由で反
対、私はこのような理由で賛成。賛否の理由を言い合いま
す。が、議論が低調なことも、ままあります。６月議会で
は、３・４ページの表を見ても分かるとおり、いつもより
活発に討論が行われた議会になりました。

川村つよし

議会広報委員会
委 員 長 川村つよし
副委員長 芦原美佳子
委 員 いとう伸一 大島 もえ

勝股 修二 陣矢 幸司
谷口 武司

副 議 長 松原たかし（オブザーバー）

発行／尾張旭市議会 編集／議会広報委員会 〒488‐8666 愛知県尾張旭市東大道町原田2600‐1
☎（0561）76 － 8186 FAX（0561）52－2222

市議会ホームページアドレス http://www.city.owariasahi.lg.jp/site/gikai

※本会議・委員会は原則午前９時30分から始まります。

★令和５年第４回９月定例会の日程（予定）
８月22日（火） 請願、陳情の受付締切（正午まで）

23日（水） 議会運営委員会
30日（水） 議会運営委員会
31日（木） 本会議（初日：議案の上程、説明）

９月６日（水） 本会議（一般質問）
７日（木） 本会議（一般質問）
８日（金） 本会議（一般質問）

予算決算特別委員会（全体会）
14日（木） 福祉文教委員会

予算決算特別委員会福祉文教分科会

15日（金） 都市環境委員会
予算決算特別委員会都市環境分科会

19日（火） 総務委員会
予算決算特別委員会総務分科会

20日（水） 福祉文教分科会（予備日）
21日（木） 都市環境分科会（予備日）
22日（金） 総務分科会（予備日）
26日（火） 予算決算特別委員会（全体会）
27日（水） 議会運営委員会
28日（木） 本会議（最終日：採決）


